第1回教育委員会議事録
開催日：平成24年　5月10　日（木）
時　間：15：30～　　
場　所：病院2階会議室

記録者：新田　裕佳
出席者：19名
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欠席の際は、速やかに欠席届を提出してください。

また、欠席をする際は、委員長・副委員長へ一報を入れること。

　本日1回目のスタッフ顔あわせになります。

　○今年度の活動目標

　　　法人・院内・苑内研修の企画→出席率のアップに向けて

　　　　法人85％、院内・苑内70％以上の参加目標

　　　医療福祉学会の企画・運営

· 委員会活動も業務。日程等は自己管理し、業務等への配慮をしてもらえるよう自ら各管理者へ申し出ること。

· 欠席届はH24年度教育委員会フォルダに原紙があるので、ご活用ください。

	委員会開催予定日
	議事録担当者

	　
	主担当
	副担当

	5月10日
	新田　裕佳
	福田　恵子

	6月7日
	藤原　英佳
	佐藤　栄峰

	7月5日
	岩藤　良子
	土岐　江利子

	8月2日
	名取　美雪
	竹花　紳

	9月6日
	土岐　大介
	赤坂　優紀

	10月4日
	鹿糠　匠
	吉田　幸平

	11月1日
	高橋　正臣
	佐々木　正憲

	12月6日
	貝塚　寿子
	岩藤　良子

	1月10日
	竹花　紳
	小向　由紀

	2月7日
	高橋　幸子
	向井　麻弓

	3月7日
	久保　雅子
	小島　怜


· 議事録は平成24年度内フォルダに「議事録」というフォルダあり。

· 主担当が作成。主担当欠席の場合、副担当が作成。2人とも欠席は副委員長がフォロー

· 議事録作成後、委員長へ確認をしてから回覧を行う。

1 法人研修概要

　　　開催予定日：開催月の第１火曜日・水曜日

　　　開催場所：原則　メンタルケア病棟4階千葉記念講堂

	開催月
	テーマ
	講師
	委員会担当

	7月
	感染症の基礎知識（清潔と不潔の区別）
	感染対策委員会
	高橋正・土岐・佐藤

	8月
	プロ意識を持って仕事に取り組む
	外部講師

（認定看護師等予定）
	名取・久保・小島

	9月
	セルフメンタルヘルスに関わる事
	未定
	吉田・土岐大・鹿糠

	11月
	嚥下・摂食についての特別講演
	（未定）
	藤原・小向・竹花

	12月
	精神保健福祉法関連
	精神保健福祉士
	岩藤・久保・貝塚

	1月
	認知症の最新治療について
	（未定）
	小島・向井・赤坂

	2月
	個人情報保護関連
	個人情報管理委員会
	佐々木正・高橋幸


2 院内研修概要

　開催日：開催月第3週火曜日・水曜日

	開催月
	テーマ
	講師
	担当

	6月
	青南病院の目指す方向性について
	病院AOM
	藤原・竹花

	7月
	接遇について
	接遇委員会
	小島・名取

	8月
	患者様の安全管理で知っておく事
	医療事故対策委員会
	岩藤・小向

	9月
	防災対策
	防災委員会
	高橋正・佐藤

	10月
	インフルエンザ・感染性胃腸炎と感染対策
	感染対策委員会
	貝塚・藤原

	12月
	社会情勢と精神科疾患の変化について
	田名部医師
	名取・土岐

	1月
	伝達講習
	院外研修参加者
	佐藤・高橋正

	2月
	患者様処遇のあり方について考える
	精神保健福祉士
	久保・福田

	3月
	事故を防ぐためのハードとソフトの整備
	医療事故対策委員会
	岩藤・竹花

	
	
	
	


3 苑内研修概要

開催日：開催月第3週火曜日・水曜日

	開催月
	テーマ
	講師
	担当

	6月
	感染について（食中毒）

口腔ケア
	栄養
	鹿糠・土岐

	7月
	リスクマネジメント
	医療事故対策委員会
	吉田・佐々木

	8月
	緊急時の対応

医療機器の取り扱いについて
	健康管理グループ
	新田・向井

	9月
	防災について
	防災委員会
	赤坂・高橋

	10月
	感染について（インフルエンザ）

伝達講習（摂食・嚥下）
	感染対策委員会

沼畑ＴＯＬ
	吉田・佐々木

	12月
	接遇向上へ向けての取組み
	接遇向上委員会

斎藤ＩＯＯ（検討中）
	向井・新田

	1月
	介護予防・褥瘡予防
	生活訓練グループ
	赤坂・高橋

	2月
	認知症高齢者の理解とケア

身体拘束
	高齢ＪＧＭ

健康管理グループ
	鹿糠・土岐

	3月
	職場倫理と法令遵守
	高齢ＡＯＭ
	吉田・佐々木


4 医療福祉学科へ向けて

医療福祉学会の進め方

　　　副委員長の2名に企画書などは主になってもらう

　　　当日までの準備や作業経過なども随時、連絡報告していく

　　　→同じ委員会メンバーでも情報が伝わっていないことも多い

　　　　一部のスタッフに作業の偏りがないように検討

（作業分担をしても、やる人、やらない人になってしまうこともないように意識がけ）

　★研修参加率　データ管理は主に総務：高橋さんの仕事

　　・今年度はビデオ研修の参加も、研修参加として認めてもらえるように理事長へ働きかける。

　　・研修参加率の計算方法が変わる可能性あり。

　　・もちろん、参加率の向上は課題であるが、各フロアでの申し送り等も利用して委員会メンバーも呼びかけ等よろしくお願いします。

　　　

　★研修の方法（講師への依頼なども含め）

　　　今年度は研修の方向性を明確にする

　　　　・法人研修→基礎知識の習得（必要技術の総論的役割）

　　　　　　　　　　プロとして成長する為のモチベーション作り

　　　　　　　　　　プロとして必要な知識の習得

· ビデオ研修について、今まで出席しても出席として数えられていなかったが、同じ内容・同じ時間参加している為、出席として考えてもらえるよう担当AOM（吉田AOM）とも動いていく予定。

・院内及び苑内研修

　　上記法人研修内容を含め、現在精神領域及び高齢領域で必要な知識の習得

　　（法人研修が総論ならば、院内及び苑内研修は各論）

　　　　　　　　　　　　　　↓
　よって、いずれの研修担当者も内容を吟味する必要性あり。

限られた時間の中で、何を伝えてもらうのか？各担当者が熟慮すること！みんさんが参加したくなる内容に！！

今年度は、進捗状況報告の際に、目的及び内容を発表していただきます。

各担当者が内容を検討しますが、最初から委員長・副委員長へ頼るのではな

く「自分達はこう考えていますが…」と相談する事！

　
★委員会運営の年間の役割り

○法人・院内研修の年間スケジュールの担当

　　研修企画準備、ポスター、実施後の（法人研修）の報告書、当日のアンケート配布と出欠確認

○研修実施毎のスタッフ出欠状況の確認作業（総務：高橋さん）

○年間委員会出欠管理

　委員長が管理実施

　欠席届の個人業務管理（欠席届はフォルダに入っている）

○委員会開催時の出席と議事録（書記）の担当

　書記は輪番制にする。作成後は所定フォルダへの保管、委員会ファイルへの保管、メンバーへの回覧

★研修関連の企画書作成について

法人研修や外部講師（謝礼が発生）対応の研修は、企画書作成が必要になる

企画書は理事長に、2ヶ月前の決裁が必要になる

研修実施後の報告書は、すべての研修に必要である。→部署管理者には出席スタッフ把握にむけての情報提供の意味あいでの回覧実施

　報告書の提出期限について

　　3日以内に高橋さんに担当が報告、高橋さんはＷＩＺ掲示板でスタッフへの確認対応（5日間）、1週間で報告書書面の回覧を行う

　　　　　≪研修実施前後にあたり≫　　　　H24

４．研修開催までの流れ
1 研修テーマの決定
2 講師選定
3 担当者から講師へ連絡
4 講師と打ち合わせ（開催日時・場所、内容について）
5 掲示(病院、南山苑、WIZ掲示板へ)

6 研修当日の担当割り振りをし、委員へ連絡。（準備、後片付けなど）
7 報告書の提出
５．報告書について
アンケートを集計し、その結果を報告書に載せます。アンケート用紙は総務の稲森さんへ提出し、研修終了日より５日間、出欠に関しての申告期間とします。出欠が確定した後、報告書に載せ、委員長に提出してください。研修で使用した資料も添付してください。
研修報告書が自分の手元に戻ってきたら、管理棟2階、コメディカル管理室にあるファイルに閉じてください。

６．報告書に必ず載せること
1 研修内容
2 アンケート結果　a.アンケート提出者総数

　　　　　　　　　　b.研修参加対象者総数

　　　　　　　　　　c.参加対象外者数(遅B、C、準夜、深夜入り、出張等)

　　　　　　　　　　d.当日参加者(参加率=研修参加対象者総数÷アンケート提出者総数)
　　　　　　　　　　※式が変更になる可能性あり。

3 考察
4 感想等
5 反省・改善点
７．回覧方法
報告書を、教育委員と各管理者へ回覧してください。
・院内研修⇒精神医療福祉領域　AOM、SGM、JGM、TOL

（佐々木AOM、菅原AOM、佐藤(真)SGM、東SGM、小向SGM、高橋SGM、松橋SGM、島守SGM、　　　　　　　上野(葉)SGM、佐藤(志)SGM、上野(ゆ)JGM、相馬JGM、上口JGM、田ノ上JGM、橘JGM、榎本TOL、大釜TOL、小嶋TOL、竹内TOL、関TOL、宮崎TOL、沼畑TOL）

・苑内研修⇒高齢者介護福祉領域　IOO、AOM、SGM、JGM
（森崎AOM、高成AOM、吉田AOM、村山AOM、藤田SGM、木村SGM、松本SGM、宮川SGM、諏訪SGM、米内SGM、田村SGM、吉田JGM、新田JGM、夏井JGM、熊谷JGM、村田JGM、小森JGM、金子JGM）

≪ビデオ研修実施に関してのマニュアル≫

　今年度は法人研修を対象にビデオ撮影を実施し、研修当日の不参加スタッフ対象に後日、撮影したビデオを流しフォロー研修を実施する事にする。実施担当者は基本的に法人研修担当スタッフが責任担当とする。
　開催日は、法人研修日の翌日とする。2日間の法人研修であれば1日、1日間の法人研修であれば2日間を、それぞれビデオ研修日として実施する。
　実施会場は、病院会議室とする。
　実施時間は、17時20分～18時20分を基本とする。
　準備から実施、片づけまでの委員会担当者の役割りを下記に明記していく。
　事前準備）
　　　　使用物品は青山荘から借用する。事前に借用の連絡をし、借用当日には記録簿に記載する。
　　　（DVDビデオカメラパナソニック・充電器・バッテリー2・ケーブル・端子）
　　　　DVD-Rはアンケートの置いてある箱に置いてある。
　　　　会場は病院2階会議室であり、事前に施設使用願いをフロー申請する。
　　　　法人研修お知らせの掲示板や掲示物に、フォロー研修実施の案内も行う（企画書にもビデオ研修についての記載を行う）
　当日）
会場や物品の設営
参加者名簿を控え、アンケート記入をしてもらう
報告書にも記載する
物品関係の後片付け
　その他）
· ビデオ研修の位置づけ
個人は出席扱いにはなりませんが、何らかの理由で出席できないスタッフの学習の機会を設定していくというもの
（報告書には結果の記載をしていく）

次回、6月7日(木)15：30～病院2F会議室の予定となります。

























